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摘　　　　　要

沖縄県の宮古諸島に導入されたニホンイタチ Mustela 
itatsi の糞より，同諸島固有の絶滅危惧種ミヤコカナヘ

ビ Takydromus toyamai の骨及び体の一部を検出した．こ

の結果は，同地域に生息する希少な固有種が国内外来種

であるニホンイタチに捕食されていることを直接的に示

す初めての証拠であり，ミヤコカナヘビの深刻な個体数

減少の原因についての議論に一石を投じるものである．

は　じ　め　に

ニホンイタチ Mustela itatsi（食肉目イタチ科）は本州，

四国，九州とその周辺島嶼の固有種である（Masuda and 
Watanabe 2015）．おもに小型の哺乳類の捕食者である本

種は，ネズミ類による農業被害などに対する対策として

北海道や伊豆諸島南部，そして南西諸島の多くの島に導

入されてきた（伊波 1966；白石 1982）．宮古諸島（沖縄

県）においても 1967 年～ 1971 年にかけて，宮古島，伊

良部島，下地島，池間島，来間島，多良間島に約 4,500
頭が放された（宮良1972）．現在では，少なくとも宮古島，

伊良部島，下地島，池間島，多良間島に個体群が存続し

ている（久貝 2013；河内紀浩ほか　未発表）．

ニホンイタチによる捕食が南西諸島の在来陸生動物

の個体数減少や絶滅をもたらしてきた可能性は，以前

から指摘されている（太田ほか 2015；中村 2016）．その

一方で，これらの地域の在来陸生動物のニホンイタチ

による捕食の実態については，少数の報告があるのみで

ある（Uchida 1969；関口ほか 2002）．関口ほか（2002）

は慶良間諸島の座間味島において本種の糞内容物分析

を行い，脊椎動物ではワタセジネズミ Crocidura watasei
（真無盲腸目トガリネズミ科）とオキナワキノボリトカ

ゲ Japalura polygonata polygonata（有鱗目アガマ科）の

捕食を確認している．

宮古諸島の固有種ミヤコカナヘビ Takydromus toyamai
（有鱗目カナヘビ科）は，近年では生息確認すら困難な

ほど個体数が減少していることが指摘されており（竹中

2014；戸田・当山 2017），環境省および沖縄県版のレッ

ドデータブックにおいて絶滅のおそれの高い種（それぞ

れ絶滅危惧 IA 類，絶滅危惧 IB 類）とされ，また国内

希少野生動植物種に指定されている．本種は生息環境（草

地）に大きな変化がない地域でも確認できないほど減少

している．そして，その減少要因のひとつに，ニホンイ

タチやノネコ Felis catus（食肉目ネコ科），インドクジャ

ク Pavo cristatus（キジ目キジ科）をはじめとした外来性

捕食者による捕食の可能性が挙げられている（竹中

2014；戸田・当山 2017）．しかし，宮古諸島のニホンイ

タチの食性に関しては情報がほとんどなく，Uchida
（1969）が伊良部島と下地島でイタチの糞内容物を調べ，

クマネズミ Rattus tanezumi（齧歯目ネズミ科），ジャコ

ウネズミ Suncus murinus（真無盲腸目トガリネズミ科；

ただし Crocidura sp. として），鳥類の骨や羽毛が検出さ

れたことを報告しているに過ぎない．今回，同諸島のニ

ホンイタチの糞内容物を調査したところ，ミヤコカナヘ

ビの骨および四肢の一部を検出したのでここに報告す

る．これはミヤコカナヘビの個体数減少の原因について

の議論に一石を投じる結果であるとともに，南西諸島の

希少な固有種を含む陸生動物がニホンイタチに捕食され

ていることのさらなる証拠である．

調査地と調査方法

宮古諸島でニホンイタチが定着している宮古島，伊良

部島，下地島，そしてこれらの島々と橋で接続している
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池間島と来間島において計 17 調査地区（1 調査地区の

面積：220 ～ 460 ha）を設け（図 1），それぞれの地区を

1 日任意に踏査することでニホンイタチの糞を採集し

た．調査は 2017 年 2 月 21 日～ 28 日に行った．

宮古諸島にはニホンイタチ以外の食肉目の動物とし

て，ペット由来のネコとイヌ Canis familiaris（食肉目イ

ヌ科）が野外で生息している．そのため，発見した糞は

直径 10 mm 程度でねじれがあるものをニホンイタチの

糞とみなし，それ以外は解析から除外した．イヌとネコ

の糞は大きさが 20 mm 前後かそれ以上であり，その形

状がソーセージ型でねじれがないことから識別が可能で

ある（河内・佐々木 2002；関口ほか 2002）．採集した糞

は 1 mm メッシュのふるいで水洗した後，内容物を肉眼

もしくは実体顕微鏡下で各分類群に区分した．その後，

分類群ごとに実体顕微鏡下で同定作業を行った．脊椎動

物の遺物の観察と同定は，中村泰之が行った．

結　　　　　果

宮古島で 19 個，伊良部島で 11 個，下地島で 42 個の

計 72 個のニホンイタチの糞を採集した．これらの糞の

うち 2個から，ミヤコカナヘビの体の一部が検出された．

1．サンプル番号 WI-11
伊良部島南東部の農耕地が広がる地域で 2017 年 2 月

23 日に採集．ミヤコカナヘビのものと同定されたのは，

皮と組織，鱗，爪を備えた左後肢の遠位部 1点（標本 1；

図 2），複数の指を伴う部位不明の四肢の一部 1 点（標

本 2），そして尾椎 1点（標本 3）であった．なお，この

糞にはその他にも昆虫類の外骨格が含まれていた．

2．サンプル番号 WI-28
宮古島東部の農耕地と森林の混在する地域で 2017 年

2 月 24 日に採集．ミヤコカナヘビのものと同定された

のは，左右の歯骨各 1 点（標本 4；図 3）と尾椎 1 点

（標本 5），そして複数の体鱗（標本 6）である．その他

にも，有鱗目ヤモリ科（Gekkonidae）不明種 2 個体およ

びヒメアマガエル Microhyla okinavensis（無尾目ヒメア

マガエル科）1 個体に由来すると考えられる骨片が含ま

れていた．

上に示したミヤコカナヘビの体の断片のうち，標本 1

と 4の同定根拠は以下の通りである．

標本 1の後肢は，組織と鱗，爪のほか，足根骨に関節

した脛骨の遠位部を残す．指は細長く，第四指（末端は

失われている）が最長で，第三，第五，第二，第一指の

順で短くなる．指の下面には一列（一部で対になる）の，

ほぼ半球形をした指下板が並んでいる．指の上面は，一

列の鱗で覆われる．指下板の数は，第一指で 10，第五

指で 18 である．末端（爪の手前）にある指下板は，よ

図 1．宮古諸島と調査地区（斜線部）．
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り近位側にあるものに比べて長さが倍あり，その遠位側

は下方に伸長している．爪は小さく，その高さは指の末

端部の高さを超えない．また甲にあたる部分には，中央

に一筋の隆条のある体鱗がみられる．

標本 1と宮古諸島に生息するトカゲ類の液浸標本（琉

球大学博物館所蔵および中村泰之所蔵）の後肢を比較す

ると，以下のようになる．キシノウエトカゲ Plestiodon 
kishinouyei（有鱗目トカゲ科）とサキシマスベトカゲ

Scincella boettgeri（有鱗目トカゲ科）の指はより大きい

爪を持ち，またその指下板は膨らみがほとんどなく，末

端のものはその手前のものよりも短縮しており，下方へ

の伸長はない．同様に，サキシマキノボリトカゲ

Japalura polygonata ishigakiensis（有鱗目アガマ科）は明

瞭な指下板を持たず，その足裏の鱗には発達した棘があ

り，またヤモリ科の種は微細な毛状の組織を備えた特徴

的な指下板を持っている点で異なる．ミヤコトカゲ

Emoia atrocostata（有鱗目トカゲ科）については利用で

きる標本がなく，また指の形態についての細かい情報が

ない．しかし文献を見る限り，ミヤコトカゲには顕著な

隆条を持つ体鱗は知られていない（Brown 1991）．ミヤ

コカナヘビは指の末端の指下板が長くかつ下方へ伸長す

る．また爪が小さいなど，標本 1と同じ形質を持つ．そ

して標本 1の指下板数は，琉球大学博物館のミヤコカナ

ヘビ標本 5 個体（RUMF-ZH-00793，00830–00833）の後

肢の指下板数の範囲内（第一指で 7–10，第五指で 15–
18）であった．またミヤコカナヘビの後肢脛部の鱗は，

標本 1と同様な隆条を持つ．以上をもとに，標本 1をミ

ヤコカナヘビの後肢と同定した．

標本 4の左右の歯骨とも，円柱状で内壁に沿うように

生える（側生する）歯は，歯冠の前後に副咬頭があるた

め三叉状を呈する．これはカナヘビ属に固有の形質であ

ることから（Arnold 1997），これらの歯骨は宮古諸島に

生息する唯一のカナヘビ属であるミヤコカナヘビのもの

と同定した．

考　　　　　察

上述のように，ミヤコカナヘビは個体数の減少が懸念

されており，その原因についても幾つかの可能性が指摘

されているが，その究明に向けた具体的な調査研究はな

く，実際のところはわかっていない．今回の結果は捕食

性外来哺乳類によるミヤコカナヘビの捕食の初めての証

拠であり，その個体数減少の原因についての議論に一石

を投じるものである．宮古島以外の生息地では発見すら

難しいとされる（戸田・当山2017）ミヤコカナヘビが，宮

古島だけではなく伊良部島においても捕食されていたこ

とは，ニホンイタチが小型の陸生爬虫類の探索と捕食に

ついて，優れた能力を持つことを示していると考えられ

る．我々は宮古諸島におけるニホンイタチの食性調査を

継続しており，いずれ結果の全容を報告する予定である．

ミヤコカナヘビは昼行性で，草本や灌木上で活動する

（竹中 2014；戸田・当山 2017）．そのミヤコカナヘビが，

おもに夜行性とされる（Masuda and Watanabe 2015）ニ

ホンイタチにどのような状況下で捕食されているのかは

興味深い．なお，岸田（1927）は本州産ニホンイタチ

図 2．伊良部島で採取されたニホンイタチの糞（WI-11）より

発見されたミヤコカナヘビの左後肢（標本 1）．上面（写真上）

と下面（写真下）．

図 3．宮古島で採取されたニホンイタチの糞（WI-28）より発

見されたミヤコカナヘビの左右の歯骨（標本 4）．右側の骨（写

真上）は舌側観，左側の骨（写真下）は頬側観である．
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106 個体の胃内容物を調べ，ニホンカナヘビ Takydromus 
tachydromoides（有鱗目カナヘビ科）の出現が 1 例あっ

たことを報告している．ニホンカナヘビはミヤコカナヘ

ビに近縁であり，また日中に草や灌木上で行動するなど

生態的にも近い種である．その捕食例は，今回の事例を

裏付けるものと考えられる．

ニホンイタチによる捕食がミヤコカナヘビの減少の原

因なのかどうかについては，検討の余地がある．とくに，

宮古諸島へのニホンイタチの導入が 1967 年～ 1971 年の

ことであり，2000 年代から顕在化したとされるミヤコ

カナヘビの減少（竹中 2014）とは，かなりの時間差が

あるためである．しかし本結果により，ニホンイタチが

少なくともミヤコカナヘビの減少に追い討ちをかけてい

る実態が明らかとなった．ミヤコカナヘビの生息する島

のうち，ニホンイタチが生息していないと考えられるの

は来間島，大神島といった小面積の島に限られる．その

うえ来間島は橋によって宮古島と接続しているため，今

後橋伝いにニホンイタチの侵入を受けることも予想され

る．宮古諸島固有のミヤコカナヘビの保全のためには，

本諸島からのニホンイタチの排除を視野に入れた早急な

対策が必要である．
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ABSTRACT

Predation of the endangered Miyako grass lizard Takydromus toyamai 
by the introduced Japanese weasel Mustela itatsi

Norihiro Kawauchi1,*, Yasuyuki Nakamura2 and Tamaki Watanabe1

1 Yachiyo Engineering Co., Ltd. 3-21-1 Kumoji, Naha, Okinawa 900-0015, Japan
2 Fujukan, the Museum of the University of the Ryukyus, Senbaru 1, Nishihara, Nakagami, Okinawa 903-0219, Japan

*E-mail: nr-kawauchi@yachiyo-eng.co.jp

We report the discovery of bones and body-parts of the endemic grass lizard Takydromus toyamai from non-native Japanese 
weasel Mustela itatsi feces collected on Miyakojima and Irabujima in the Miyako Islands, Ryukyu Archipelago, Japan.  The results 
are suggestive of the cause of the recent serious population decline in this endangered lizard species, and are further evidence of 
predation on indigenous terrestrial animals of this archipelago, including those of rare and endemic species, by introduced M. itatsi.
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